

























１） 該当するのは CLMV と総称されるカンボジア・ラオス・ミャンマー・ベトナムの４ヵ国にタイと中国の雲南省・広西






































































































































ノイ / ハイフォンとハノイ / 南寧の支線有り），南























５） 2006年12月の第２メコン友好橋の完成によりラオス / タイ間の物流ルートは整備されたが，2015年１月の実走時にはラ
オス領域内の道路の傷みが激しいことが視認された。現地情報によれば，我が国の ODA による数年以内の補修が予定
されているとのことである。
６） タイの未批准文書は A1，4，6，8，10，14，ミャンマーの未批准文書は A13a，A13b，P3－何れも2013年８月現在。尚，
タイに関しては従前は禁止されていた国外での公務員の業務執行を容認する Cross-Border Transaction ACT for Joint 
























































































































































































① タイ / カンボジア国境：両国間の国際国境ゲート
は６ヶ所あるが，代表的な国境ゲートは南部回廊
のアランヤプラテート / ポイペトと南部沿岸回廊














































































為に Lao Bao Commercial Area として立ち上げ
られたが，2005年にベトナム領域に関してのみ









































































































































































































区（General Industrial Zone） 乃 至 輸 出 加 工 区
（Export Processing Zone）を有する。各 SEZ は生
産地域（Production Area）を有するが，自由商業
























































28） 工業団地・輸出加工区・ハイテクパーク・経済区を工業区と称することもある。クアンナム省の Chu Lai Open 





































































































































































① Sihanoukville Port SEZ
　プノンペンの南西方向230km（国道４号線）のカ
ンボジア唯一の深水港であるシハヌークビル港に隣




















































である。総面積は200 ha で第１期は100 ha の開発
であり，整地と SEZ 内中央幹線道路建設は終了し



















① Phnom Penh SEZ
　プノンペン中心部から20km，国際空港から10km
の地点のシハヌークビルに通じる国道4号線沿いに






























ODA による多目的ターミナル整備35）や PAS によ
る160 ha 規模の第２シハヌークビル港 SEZ 開発も
計画されているが，後述のシハヌークビル SEZ を







ha のカンボジア最大の SEZ である。本 SEZ の開
発運営主体は中国の民間複合企業であるが，一般に
その実態は中国の国家事業であると認識されてい


























































































































































































































































































































45） 日本通運株式会社「アセアン・陸路クロスボーダー輸送の現状と課題」（2015年10月19日の JBIC 主催「ASEAN 統合
セミナー」における配付資料）によれば，日替わり一方通行状態は解消され，毎日の双方向往来が可能となり交通量は
増加しているとのことである。
